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成人女子の皮膚温と温冷感、快適感の季節変動について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一設定環境温20Vの場合一

　　　　　　　　　　　　　日本女大家政　　○藤村明子　大野静枝

　目的　人体皮膚温が季節によって変動することは、恒体温保持のための体温調節機能の

ひとつであり、また、同一環境下の温冷感、快適感も季節によって異なることが報告され

ている。これらの季節変動を知ることは、種々の着用実験を行なう時期を決定するために

重要であると考える。そこで我々は、同一環境条件下で、成人女子の皮膚温と温冷感、快

適感がその季節に順応した人体にいかに関わり変動するかを知る･ために実験を行なった。
　方法　実験は5月から翌年3月まで行なった。環境条件は、気温20℃、湿度50% RH、気

流0. lm／sec以下。被験者は成人女子3名。着衣（長袖カーディガン、ブラウス、スカー

ト、ストッキング、下着）は0.73clo。被験者は前室でセンサー装着、安静を保った後、

60分間椅座安静で測定を行なった。測定項目は、全身13部位の皮膚温、直腸温、全身の温
冷感、快適感である。

　結果　環境条件が一定であるにもかかわらず、前額を除く各部位皮膚温に季節差が認め

られ、冬季に低く、夏季に高い傾向が見られた。その差は体幹部皮膚温で約1～2℃、四
肢部では、2～4 ℃である。しかし、必ずしも外気温に追従して変動せず、指先、趾先皮

膚温では気候の変わり目に低く、気候が安定し身体が順応してくる時期に高いという傾向

が得られた。平均皮膚温と外気温の間には相関が認められ、外気温の高い8月に平均皮膚

温も高く、低い1月との間に約l.s℃の差が見られた。直腸温に季節差は認められなかっ

た。温冷感は外気温の高い8月に”寒い”、快適感ば不快”を示し、外気温と環境温と

の差が小さい春、秋には温冷感、快適感とも”どちらでもない”を示した。
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気候と布団の上・下部保温力の差

子　登倉尋実

　目的　素itの異る各種布団綿の､温熱生理学的研%が今までに数多くなされている。また

最近、四肢の着衣条件の違いが人の中核温に大きな影響を与えることが報告された（J eong

and Tokura, 1988）。そこで今回は、掛け布団の上部と下部で布団の厚さを変え、上・下

9iで保温力の異る布団が人体にどのような影響を与えるかを観察した。

　方法　上部が厚く下部が薄い布団（flui It Ａ）と上部が薄く下部が厚い布団（Qui1t B）を

実験に用いた。中綿素材はポリエステルlOOJである。被験者は20時50分に環境温18. 5°C,

湿度50％の人工気候室に入室し、半袖のトレーナーと半ズボンを着用した。直腸温センセ

ー挿入、皮膚温センサー貼付後,椅座安静を保った、22時にベッドに入り、消灯後自然に

眠った。翌朝6 時に繋了した。測定項目は直腸温.全身８ヶ所の皮膚温. 胴部とs. 部の寝

床内温湿度、体動.睡眠に関するアンケートである。

　結果　主な知見は以下の通りである。（1）就寝it 後の直腸温はQui It Ｂで遼やかに降下

し、その後睡眠中有意に低いレベルを保った。このことはより深い睡眠を保証することを

意味する(Monroe, 1967）。（2）胸部皮膚温はQuilt Aで就寝中有意に高かった。（3）m 部

の寝床内柾湿度はQui 1 t Aにおいて高い傾向が認められた, （4）it寝後の下腿皮膚温の上

昇度がQuilt B において有意に大きかった。（5）体動について系統的な差は認められなか

った。（6）被験者が主観的に判断した入床後の眠るまでに要した時間は有意にQuilt Ｂに

おいて短かった。以上の事実について温熟生理と日周リズムの立場から考察を加えたい。


